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期首の運用方針に従い、日本企業が発行する円建ておよび外貨建ての債券等に投資することに
より、安定した利息収益の確保と信託財産の成長を目指して運用を行いました。投資対象資産の
価格変動等による基準価額の変動要因は以下の通りとなりました。

（上昇要因）
・組入債券の利息収入が積み上がったこと

（下落要因）
・日米金利が上昇（債券価格は下落）したこと
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分配金再投資基準価額〔左軸〕
基準価額〔左軸〕
純資産総額〔右軸〕

第2期首(2025年6月20日)：  9,980円
第2期末(2026年6月22日)：10,039円(既払分配金0円)
騰落率：0.6％(分配金再投資ベース)

※当ファンドは、日本企業が発行する
円建ておよび外貨建ての債券等に投
資します。特定の指数を上回るまた
は連動をめざした運用を行っていな
いため、また、適切に比較できる指
数がないため、ベンチマークおよび
参考指数は設定しておりません。

（年/月）
2025/6 310 11 12 2026/1 2 4 58 67 9

運用経過の説明
基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は分配金実績があった場合、分配金（税込み）を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運
用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課
税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
※騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しております。

基準価額の主な変動要因



国内債券
当期の日本企業が発行する円建て社債金利は上昇（債券価格は下落）しました。
国内債券市場では期首より、日銀の追加利上げ観測やインフレ圧力の継続を背景に、金利は
上昇しました。2025年後半も物価の高止まりを受けて金利上昇が継続し、2026年春以降は、
中東情勢を巡る地政学的リスクの高まりや原油価格上昇への警戒感などを背景に、金利は一段
と上昇しました。
国債金利の変動率の高まりや中東情勢の悪化、ＡＩ（人工知能）への過剰投資等が警戒され
る局面もありましたが、国債金利の上昇を受けて社債への投資ニーズも根強く、スプレッド
（国債に対する上乗せ金利）は概ね横ばいで推移しました。

外国債券
当期の日本企業が発行する米ドル建て社債金利は上昇（債券価格は下落）しました。
米国債券市場では期首より、米国労働市場の軟化を背景に、2025年後半にかけて金利は低下
（債券価格は上昇）しました。ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による利下げの織り込みが一
服すると、金利はレンジ推移となりましたが、2026年3月以降、中東情勢の悪化を受けたエネ
ルギー価格の高騰に伴う物価上昇懸念から金利は上昇しました。さらに、物価上昇懸念から
ＦＲＢの利下げ織り込みが剥落し、利上げ織り込みへと転じる中で、2026年5月にかけて金利
は一段と上昇しました。
中東情勢の悪化等を受け、一時的な警戒局面は見られたものの、底堅い企業業績と投資家需
要を背景にスプレッド（国債に対する上乗せ金利）は縮小しました。

期首の運用方針に基づき、日本企業が発行する円建ておよび外貨建ての債券の中から、相対的
に利回りの高い劣後債を中心に投資を行いました。
外貨建て社債については、為替変動リスク低減をめざして、長期の為替先渡取引を行いました。

投資環境

当該投資信託のポートフォリオ



当ファンドは、日本企業が発行する円建ておよび外貨建ての債券等に投資します。特定の指数
を上回るまたは連動をめざした運用を行っていないため、また、適切に比較できる指数がないた
め、ベンチマークおよび参考指数は設定しておりません。

・収益分配については、分配対象額の水準、基準価額水準等を勘案し、見送りとさせていただき
ました。
・収益分配にあてず信託財産内に留保した利益の運用については、特に制限を設けず、委託者の
判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。

保有する債券等は、満期償還日もしくは繰上償還日まで保有いたします。
また、外貨建資産については、為替変動リスクを低減するため、信託期間に合わせた期間固定
の長期為替先渡取引を行います。

当該投資信託のベンチマークとの差異

分配金

今後の運用方針

項　目

当期分配金
  （対基準価額比率）

分配原資の内訳
（単位：円・％、1万口当たり、税引前）

－
－
－
－
241

当期の収益
当期の収益以外
翌期繰越分配対象額

第2期
（2025年6月21日～2026年6月22日）

（注1）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価
額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収
益率とは異なります。

（注2）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで
算出しているため合計が当期分配金と一致しない場
合があります。



項　目
当期

（2025年6月21日～2026年6月22日）
金額 比率

項目の概要

（ａ）信託報酬

（投信会社）

（販売会社）

（受託会社）
（ｂ）その他費用
（保管費用）

（監査費用）
（その他）
合　　　　計

70　

（33）

（33）

（3）
1　
（0）

（1）
（0）
71　

円 0.697　

（0.332）

（0.332）

（0.033）
0.009　
（0.003）

（0.006）
（0.000）
0.706　

％（ａ）信託報酬＝期中の平均基準価額×期末の信託報酬率
※期中の平均基準価額は10,013円です。
ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、
法定書類等の作成等の対価
購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのフ
ァンドの管理等の対価
ファンド財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価
（ｂ）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管
及び資金の送金・資産の移転等に要する費用
監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
信託事務の処理等に要する諸費用、信託財産に関する租税等

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により
算出した結果です。

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。
（注３）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注４）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、

項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。



（参考情報）総経費率

運用管理費用
（受託会社）

運用管理費用
（販売会社）

0.03％

その他費用
0.01％

0.33％

運用管理費用
（投信会社）

0.33％
総経費率
0.70％

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券
取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除し
た総経費率（年率）は0.70％です。

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。
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